
環境農政常任委員会、
かながわグランドデザイン調査特別委員会に所属

「プラごみゼロ宣言」、進ちょく状況のチェックを

鳥獣被害対策、ＡＩのさらなる活用を

２０１９年度の委員会編成で、環境農政常任委員会、かながわグランドデザ
イン調査特別委員会に所属することが決まり、質疑を行いました。

神奈川県議会には、２種類の委員会があります。一つは常設されている「常
任委員会」で、それぞれの所管事項についての調査や、本会議から付託された議
案や請願・陳情の審査を行います。もう一つは特別委員会で、必要に応じて、特
定の事件を審査・調査するため、臨時に設置されます。
　
環境農政常任委員会は、公害の防止その他環境の保全、農業、林業及び水産

業、そのほか環境農政局などの仕事について審査する委員会で、今回は、「プラ
ごみゼロ宣言」と鳥獣被害について、質問しました。

「プラごみゼロ宣言」では、２０３０年までの、できるだけ早期に、リサイクル
されない、廃棄されるプラごみをゼロにすることを目指して、様々な取り組み
を行っています。
委員会質疑では、ゼロにすべきプラごみ、つまり、街中や河川などに廃棄され

たプラごみについて、その量を把握することが難しいとの答弁もあり、何を
もって「プラごみ」ゼロを達成できたか分かりません。
一方、今後の取り組みでは、実態調査の推進として、（１）環境科学センター

が、東京理科大学と共同で河川や道路を中心に発生源の調査を実施する、（２）
相模湾沿岸で回収された海洋ごみの実態調査を実施する――としています。
委員会では、こうした実態調査を通じて、「プラごみゼロ宣言」の取り組みの

進ちょく状況を確認・チェックできる指標をつくるよう強く要望しました。

県では、これまでも鳥獣被害対策にドローンを活用してきましたが、今回、ド
ローンを使って撮影した野生動物の画像について、ＡＩを活用して識別を行う
計画で、これにより、省力化を行うことができます。
委員会では、今後は、ＡＩを使って野生動物の行動を予測したり、ドローンか

ら動物が嫌がる音や光を発するなどして追い払いを行うなど、ＡＩのさらなる
活用を求めました。
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